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OTS（Office of Toxic Substances）
テストガイドラインと農薬化学





































































































































国名 米国 カナダ EU 日本
規制対象となる生産量 >10t ／年 >10t ／年 >１t／年／１業者 >１t／年
手持ちデータで可
魚類急性毒性 （場合により要求） ○ ○ ○*
ミジンコ急性毒性 （場合により要求） ○ ○ ○*
藻類成長阻害 （場合により要求） ― ○ ○*
活性汚泥呼吸阻害 （場合により要求） ― ○ ―
生分解性 （場合により要求） ○ ○ ○
生物濃縮性 （場合により要求） ― ― ○
加水分解性 （場合により要求） ― ○ ―




































































































































































































































































































































































































04）  ECOFORUM Aquatic Report 
（1999）：Ecological Committee 
on FIFRA Risk Assessment 
Methods
8．我が国の生態リスク評価研究の発展に必要なこと
